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内藤家文書研究の促進事業 第 1弾

譜代大名

協楽史料としての内藤家文書―

延岡市 内藤記念館 主 任学芸貝 増 田 豪

骸Tが
(  :   :

|,EP車 両老中 Tr F頭コ署書己J(内 241Ⅲ

現在、明治大学博物館が所蔵する日延岡藩主内藤家が伝え残してきた約

5万点にものぼる古文書群は、日本国内屈指の貴重な歴史資料と言えます。

この内藤家文書を用い、これまで様々な視点から研究がなされ、多くの成果

が報告されてきたところですが、その点数の多さから、まだまだ取り上げられて

いない史料も数多く存在していま曳

そこで、この膨大な量を誇る内藤家文書のさらなる研究促進を目的としたプ

ロジェクトの第1弾として、同文書群における能楽に関する史料に着目し、その

公開を目的とした調査が、昨年 6月6～ 8日にかけて行われました。 これは、

内藤家が 「天下一Jの焼印の捺された能面30面を含む72面の能 。狂言面を

所蔵するなど(平成5年 2月、延岡市に寄贈)、能楽に熱心に取り組んだ大名家の一つと考えられることから掲げられたテーマと

言えますが、内藤家文書には、江戸時代の能楽の様相を明らかにする上で、非常に興味深い史料が数多く含まれていま丸

例えば、内藤家と能楽の関わりを示す最も古い史料は、能役者への配当米の負担を4代 当主 ・成長に命じた、元和 6年

(16 2 0 ) 1 0月12日の 「江戸幕府老

中・勘定頭連署奉書J(内241 )

になりますが、この史料には 「往l矢日

行高四万石二付六石出申候Jとし

て、当時、佐貫藩主として4万 石の

大名であった政長に対し、米 6石

の納入が課せられていたことが記

されていま丸 この配当米の制度

については、これまで 『台徳院殿

lltl実紀』元和4年 10月12日条に

おける「封禄の数に応じ、廿万石

は二十石づ 出ゝしJの記述より、幕

府は各大名家に対し、知行高1万

石につき米1石の負担を課していた

と考えられていたわけですが、この

||||!||

史料からは一概にそうとは言い切れない状況であったことが生えまえ 実際、こ

の配当米を納めた際に発給される「猿楽配単米受取手形J(内124323)に は、

延享4年 (1747)に延岡藩へと転封する以前の磐城平語時代には米11石5斗

5升に相当する金銀を、転封後は米21石に相当する金銀を納めていたことが記

されています。内藤家は延岡濡への転封に際しても、磐城平落時代と1句じ知行

高7万 石の落主ですから、これらの史料からは、猿楽配当米の制度が各藩に

よって負担の異なる制度であったことを指摘することができます。

また、延岡入封時に先の林i4女野家より引き継ぎ丈千として作成された 「察

礼井祈祷 代参 諸遷付神専能取峻J(内12822)や 1御付ヒ道呉改帳J(内

211131)な どの史料からは、大名家の私有財産として捉えがうな能道具類が、

神事能に使用する能道具灯rについて言えば、転封に際して引き和たがれる呈や

建具などと同様に、次の落J:に引き継がれるべき落有財産と兄なされていたこと

が境えます。実際、内藤f己念館が所蔵する能 ・狂言両は、15代当i・政義が

明治以降に克集した能道具打〔を記す 「竹1能装束買料帳J(内卜553)や 、それ

を含めた内藤家の能道具台岐と言える「面扇誓常腰帯和1解小道共J(内15

68)に記された能 。狂言面とは一致せ→ヽ 江戸時代を通じて延岡城下で行われ

てきた神事能に使用するため、内藤家入封以前の歴代落■によって引き継がれ

てきた能面群である可能性が高いことがわかってきました。

このような史料以外にも、神事能をはじめとする落領内で開lllされた能の番

組を記す 「岩城 ・延岡党帳J(内1101～ 108)や、演者となる家 ti達の江戸で

の修業の様子を記す由緒書、また近代における、いわゆる章族行ヒの状lrlを記

す史料なども含む内藤家文書は、近世・近代の能楽史研究を進める_Lで、多く

の可能性を秘めた古文章群と古えます。

今回の調査では、明治大学常勤理事 (教務担当)で もある法学聞!教授の上

屋恵一郎氏、明治大学文学部教授落合弘樹氏、茨城大学文学部推教授磯田

道史氏、跡見学園女子大学文学部准教授横山太郎氏、明治大学博物館学芸員日比佳代子氏、そして筆者の6名がそれぞれ

の立場から意見交換を行い、多くの方々に利用していただけるよう、撮影ならびに翻亥」作業を進める10点の史料の選定を行い

ました。今回ご紹介した史料を一部含む、その成果につきましては、明治大学博物館より近く公開される予定となっております。

ぜひ、これらの史料をご覧いただき、内藤家文書の新たな世界を探訪していただければ幸いです。

ヽ2 0 1 2年 2月 8日 ～4月 3 0日 まて
~内

毒雰又富にみる芋兵門F  t t i l J在(クて ■書晨示雪て一部史料の辰示を行つております‐
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「ふるさと歴史自慢」作文コンテスト 授 賞式報告

2011年10月16日、明治大学博物館で 「ふるさとの歴史を調べて明治大学に行こう!

作文コンテスト」の授賀式が行われました。

この作文コンテストは、内藤家文書と関わりの深い宮崎県の子供達に地域の歴史を

しらべて、ふるさとの歴史を作文で自慢してもらおうというもので、2011年の夏休みに宮

崎県延岡市の小 ・中学生、宮崎県内の高校生を対象に作文を募集し、66件の応募作

品から厳正な審査を経て、受賞者9人が決定しました。

授賞式では博物館友の会のメンバーが見守る中、杉原重夫博物館長から小学生・中

学生・高校生各部門の優秀賞1人、入選2人計9人それぞれに賞状と記念品が手渡され

ました。続く、優秀賞の作文発表では、小学生の部・佐藤夏紀さん (延岡市立北浦小学

校5年)、中学生の部 ・末康つぐみさん (延岡市立岡富中学校3年)、高校生の部 ・沼動

太郎さん (宮崎県立五ヶ瀬中等教育学校4年)が元気に作文を読み上げました。

■小学校の部 優 秀賞 延 岡市立北浦小学校五年

入 選  延 岡市立旭小学校六年

入 選  延 岡市立黒岩小学校六年

E中 学校の部 優 秀賞 延 岡市立岡宮中学校三年

入 選  延 岡市立恒宮中学校二年

入 選  延 岡市立北方中学校二年

佐藤夏紀 さん

小野隼弥 さん

小日原海 さん

末慶つ ぐみ さん

今村晴菜 さん

菅原岳史 さん

コ高校生の部 優 秀賞 宮 崎県立五ヶ瀬中等教育学校四年 (高校一年)沼動太朗さん

入 選  宮 崎県立高城高等学校二年 柏 田大責 さん

入 選  宮 崎県立飯野高等学校二年 谷 回千香子さん

③博物 館 活 動報 告

和食器専門店から見た伝統工芸の今 を開催しました。
講師 内 木孝一氏 (うつわの店 「大文字」店主)

商品部門の調査 ・研究推進の体制として2006年に発足した 「伝統的

工芸品の経営とマーケティングJプ ロジェクトの事業として年1回開催し、

今年で6回目となりました。この講義は、尚学部の高橋RL」夫教授の 「商品

学」、福田康典推教授の 「市場調査論Jの授業の拡大版ということで、他

専攻科 ・学部の院生 ・学生や一般の方々に門戸を開いたもので丸

これまでの調査を通じて見えてきたのは、顕章な中間流通機構の衰退

と、メーカーと小売現場、あるいは消費者との商品に対する認識のギャッ

プでした。手作業の伝統工法による陶舷器は高コストを避けられ式 した

がって価格も機械量産品の何倍にもなってしまいま丸 そこで、高付加価

値商品に位置付けての商品開発とマーケティング活動が必要とされ、そう

2011年 12月 7日 (水)開 催

した動向を追ってきましたが、一方で生活実用品として陶磁器を位置付けるとすれば、また、具なった評価が必要なのではないか

という視点も出てきました。今回は、表参道に店舗を構える「うつわのみせ大文字Jの店主内木孝一氏を講師としてお招きし、小

売店経営者の、あるいは流通に関わる立場から和食器生産の現状を分析していただき、伝統工法の活用をテーマとする基調報

告とパネルディスカッションによる特別討義をおこないました。

内木講師は、伝統工芸を語る立場にある評論家や研究者、作る立場にあるメーカーの描く伝統工芸像と、実際の消費者ニー

ズがずれてしまっていることを,A調されました。確かに、「伝統工芸を守ろう!Jという視点に立つと、世の中に流通している食器の

ほとんどが手作業によるものにはなり得ないこと、誰もが朝・昼・晩と伝統工芸の器を使/_るわけではないという現実が見えなくなっ

てしまいま曳 機械による成形や転写 ・E日刷による絵付けtよ、工業の近代化の過程で技術的な進化の帰結として受け入れられて

きた合理的な方法であり、それを全否定することなどあり得ないわけで丸 一方、単純にコストを下げることだけを考えた商品開発

では、商品の質は下がる一方だという指摘にもうなずけま丸 消費者に受け入れられやすい一定の条件の中で、いかによいものを

作るかという考え方が重要で、そのために近代工法のメリットを生かすことは是としなければならないということで丸 伝統技法の

継承には、近代工法によって手頃な価格となった器の利用を考慮に入れた普及啓発が必要なことに気付かされました。

米この議義の抄録は 明 治大学や物館研究事告 1フ号 (201 2年 3月 91日刊行予定 )こ収録されます。

。夕多から

物摘図書■をご利用の際には、人 を 人ってすぐ/1のJ:務告受付、もしくは、直進していただいた先にある図書受付に

て、図書年利用巾込どの1卍人をおwHいしております(

図き受|」は、明治大学博物鮒たの公、十,物飾図吉年付P世,1ボランティアの方が担当して下さつていまえ ,せれの“結者数

は 19名。 1日または半日交|キ(9:50～ 13:00、 13i00～ 16:30)の 当番付けです。

ボランティアの方の 十には、ボランティア助nVL 10 1■文 1のアリ(サ」治 大学博物館前身の

抑J Jf博物IF、考占学仲 l llFh図キヤ 時代からの方)、ll な々耐昨に参加されている方、 i

冊作りをしていた方など、様々な角1識とキトう々を持ったらか治:付しています,

もし何かわからないことがあったら質‖1をしてみてください.も しかすると、何か系敵な

情 取と||1会えるかもしイ1ません!ど なたにめぐり合えるかは米てからのお米 しみ||お行

ちしてキSりま丸     *図 書室管理畠ボランティアは随崎募隻中です.よ ろしくお願い致します。



1、はじめに        |

私の専攻分野は江戸文学であり i

に、江戸時代中期 後対1に出版された

大衆向け絵入り言売み物を研究している。

そうしたジャンルの作品の全体像を理解

するためには、文章を読み語7 ご努める

だけでなく、挿絵 日絵に何が描かれて

いるかをl■確に捉えることが出来なけれ

ばならない。つまり、当時の大衆の生i千

文化に岡する幅広いま養が必要である=

従って私は、大々の衣食住 年中行+

俗信等について、様 な々文献の記述だけ

でなく、「実物J(追物)も参考にして、実

態を追究しようと努力している。

木稿では、私の研究に関連する「実

物」の例として、占い布物資料に希日し

て、その保存や展示の方法について程、

兄を述べる.科、は取ホ 4ヽゃ1呆存科学

の中「町家ではない力ヽ 1・1外洪なりの試

行針謀の付riとして1受け11iめて言売んでい

ただければ十いである

2、古 い布物 資料 の保 存  宮

杷、は、勤務たのllAl人研究室の一角

と、ri宅の一■に、研究接業に使う「実

物」資||を安1対している 「実物Jとは

つまり、コピーや写真ではない、物体その

ものである 私 のフこに今ある実物資料

は大きく分けて、標本 紙物 布物の i

種Altである 標 本とは、lVlえば、家査の

闘 十 (麻のなの,た)ス クモ (輩の束を

発貯させた物)牛といった、動植物体や

その加 li占11であるt紙 物とは、江戸時代

の版本 llI口1中であり、lj物とは、市着

[lfぎれ等である。 これらの中で、私が最

も保存に古労しているのは、布物である。

私は古い布物資料を一点ずつ畳紙

(市販または自作の物)ti入れ、その 「資

料名Jを骨紙の表面に記しているが、ま

ずこれが非常に困難な作業である。文

学作品ならば一般に表紙を兄れば普名

が記されているものだが、布物の場合は

そうはいかない=そ の布物資料の素材

色 文様等をみきわめ、言語化して、何と

か自分で資料名を付けるしかない。

そして、畳紙は通気性が意外と悪く、

中が蒸れることがある上、密開性もなく、

虫が人ろうと思えば入れるので、適宜資

料をⅢlして湿気を飛ばし、十坊虫斉」を入れ

ておかねばならなもヽ.防 虫剤は、種類の

違う物を使うと、それらの成分が反応し、

シミになってしまうことがあるので、一銘

柄だけに定めて、それをずっと仕い統ける

のが安全策である.私 はもう何年も、「M

という防虫剤Jを使い統けている|

私の学生時代の思的Iは、「ナフタリン

ペーパー」(紙にナフタリンをしみこませた

物)を適11な大きさに切って愛用されて

いた。私もそれに倣おうかと思ったことも

あったが、村住牛問から独立した収蔵

llという物を持たない私が 「ナフタリンペ

ーパ Jを使った場合、毎日、強い`=お

いを発する資料のそばで食事したり勉悔i

したりしなければならなくなるので、結,,、

においのしない、一般家産の末頌用の

Mを 選択した次第である.

3、古い布物資料の展示  |

2011年8月 21日～28日、りli台大学

博物館の企画展ホ年にて 国際田像拘4

読研究会主催の企画取 「民衆の凹lFk

展Jが作iわれたc内 容は二部に分かれ

ており、そのうち「第一部 江 ′r明 治

大正対1の結婚 育児にかかわる図像」

を私が担当した.(「第二部東アジアと

ヨーロッパの生と死をめぐる図像」は林

雅彦氏 西lTl亜紀氏がⅢ!Ⅲl:)

この 「第一部Jで は、水野忠子氏所

蔵 「費水生 (ほうすいどう)ユレクション」

より拝倍した様染め木綿布 (1,卜J末

風呂軟 i坊liげ r負 い村F袖 縦)や、

】‖ナdルF成の rりtナF物 人形 lF牛を展

示した― 小 さな物は企て台の11に平十なき

し、r供 杵物は既成の杵物川ハンガー

にかけ、その他、lil、Htt rli′十敦 1坊L

げ打iといった人町1の本納布は専用の展

′j(ナ(を作って蛇 rliに品iるすことにしたt

このIrの大妊Jの上方形 正 方形の古

い打i物資||を収ホする場合、他館の収

ホでは、資料 li辺にドt按「乳 (ち)」(細

長い布きれで作ったループ)を幾つか縫

い1、十け、 ノレンのようにして、1本を,出し、

その1本にワイヤーをつけていっている1列が

あった ま た、資ⅢⅢ ll辺の独力所をピン

チではさみ、そのビンチにワイヤーをつけ

て品!るという191も兄られた

しかし今"1のlPrホでは、特製の二木

のバーで資ド|のに辺を瑞から端まで棋

み、そのバーをワイヤーで‖るとにヽう方法

を考えた 資 本十そのものに子を加えずに

原状を!tんじ、また資本十の重htを点でな

くmiで支えることによって、資料の変形

を防ぎたかったのである

この曖ホバーを実際に柿1作して ド

さったのは、llatホ協力者の工本太平氏

であった 氏 は、情1述のような私のj■本

方針に、だに独rlのアイディアをブラスし

て、機能的にも1/L米え的にも煮ljらしい

旺ホバーを,‖発された

その「に本氏方式Jの 作り方を参考

までに:じしておくと、まず十111111!の本材

二本を用意し、その平らな面 (資料に触

れる面)に、ホームセンター等のDIYコ ー

ナーにある「すきまテープJ(防音 防寒の

ためドア等の隙間に貼る接着剤付きのス

ポンジテープ)を貼る。そして、木材二本

で資料を挟んだ後、その二本の両端を針

金で巻き締めて固定する。更に、本材の

中央音Fに本ジ式のクリップを取り付ける。

このネジの縮め加減を調節することによ

り、二本の本材と資料に対して、丁度よい

圧を加えることが出来るのである。

4、終わりに      こ

古い布物資料の保存や展示の方法

については、私自身、今現在、良策を模

索している途上である。一般に、江戸

時代の大衆、つまり町人や農民など被

支配者Frt級の人 の々残した者物等の布

物資料は、支配者降級のそれに比べる

と安価な系材でIL来ており、現代人の日

にはあまり貴重な品物には見えないこと

力手多ヒヽかもしオ1ない。 し力Iし、そうした遺

物がすっかり婆をド1す前に、意識的に後

世に残していかねばならない。遺物力予央

われてしまってからでは遅過ぎる。特に、

我が回が自然災争の脅成にさらされて

t るヽ昨今、十iい物を残していくことや古い

物の1阿値を伝えていくことの大切さ 1対

難さを痛感せざるをえないε

目0

資料の

方法について
◆

布物

保存・展示

品ふ暑 晨晨:子 広島1ケ道大g]
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泉坂下遺跡の

人面付土器と再葬墓(下)

錨前ラ木 茅書イ行 (財団法人ひたちなか市生活 ・文化 ・スポーツ公社)

5=「再葬墓」という墓制

竪穴の中に複数の十器が埋設さ4■た遺

lll〔(こっぃて 1940年 代には 女 方li跡を

調奇した出中国男力X収 確察のような祭「B

の跡 と考えていた. これにヤJして、祥馬県

岩植山鷹の某岩陰道跡を調査した杉原荘

介は、i器 の丹あから人骨も校出されたことか

ら、上器は意」準品で 「墓地ではないかJと考

えた.1950年 代になると 神沢勇一カI菓

地説を継示しながらも こ れに 「lt十の風

習Jを想定したゎ「v7t‖Jとは、 度 li非な

どで埋非した後に、遺骨を海水などでv7tい

再度Jll非する非常1であり、琉球話島では歳

前まで行われていたという.19631964年 、

杉原が調査を実施した千求県ザ1名天神前

遺lllでは、京形i器 の中から成人の官が

検出され 約骨器であったことが確定する

i器 の大きさや杉から、成人の道体をその

ままJ又細することは不可能であり、 次 的な

埋tlの後に、白骨化した遺骨の一部をv7t■

して_上器に納め こイ1をけ穴の中に理f生す

るとに`う 二次的な州非のための施設と考え

られたのであるぅ このような菓怖‖が再葬裏と

'子ばれることになった‐

6.泉 坂下遺跡の再葬墓

泉坂 下追跡の調査でも、1隻数のi襟

が堅人に理設された状態でlh上した!な

かでも第 2号 基墳 は、実 に14側体 もの

上器を教 えた.十 器の内部に‖積 した

i寝 は全て、3 m m  t t  F kのフルイを使用し

て水洗した.人 |1片は検出されていないが、

岩名天神前遺跡などのⅢl刺を基準として

これを再茅基と判断している( 再非菓と考

えられたのは、7基であった

壷形上器のほとんどは 昨矢の底面に横

作lしの姿勢で埋設されていた.先 に甘いた

上路の一部に重ねて、後のi器 が掘えられ

ていることからは 上襟を叫設した順序が復

元できる 第 2号 裏城の141団体のi器 は、

竪大の1打から北に向う順lrでに器が埋設さ

れていた_|百1じように 人南付土器がイ半う第

1号墓墳も、41同体のi器 は南から北に向

かう順序で坦設されているt そうすると、第

1号些墳の南側半分に見られる空白は 上

器が埋設されないままに残された余采↓では

なく 上器よりも先に設置された何かが存在

していたⅢ「能1生が考えられるようになったJ

ただし その 「何かJを特定するための手が

かりが 今回の調査では得ら,1ていない.

また 壷形上を:のほとんどは、その形状

を1呆つような状態で、内IFに上壌が推積し

ていた ところ力∫ な力!にはペシャンコにi資

オ■ているliを岳もある お そらくはliか,文力■

有機質の蓋が校せられていたのであろうt

土器が潰れたのは蓋が機能していた期間

の出来事で 革が腐食することで潰れてい

ないに器の内言Fへは上壌が流人することに

なったと考えられるのである.

7.土張墓と再葬墓の関係

泉Jlkド遺跡の再葬墓の竪穴は、黒褐

色の上唇中にllHり込まれている。掘り上げ

た上が捉め戻されたのであろう、竪火もまた

同じような色調の上層で複われていた.こ

れが土器の内部にもirL入したとすれば、i

壊の特徴は一致するはずである. ところ力X

人泊i付土器を取りLげる際に内部を観宋し

てみると 下の方に推積した上瑛には 受

褐色のローム土粒が混じることに気付いた!

辱穴の覆 iに は見られないこのロームill

は、何に由米するものなのであろうか)

泉技 ド遺跡には再葬墓の他に、直径

07～ 10mほ どの略円筒形の上坑も校Hi

されていて、これは膝を抱え込んで旺るよう

な姿勢で埋葬された庄非による土墳墓と考

えら,■た.土 墳墓の底両はロー″、層をlFLり

込んでいて、埋茅に伴って埋め戻された土

壌には ローン、上粒が混じる。 Fl葬のため

に上墳基から掘り出された遺骨には、この

コーム土粒が混じるi壕 が付をし 人 ttの

田部にも入り込んでいたのではないか―i

器の内部から検出されたローム上llは 再

葬(ゴ半い人告とともに十張墓からもたらされ

ることになったと考えられるのである.

弥生時代の再茅基は、「i先告の風予!J

を参考に研究が進められてきた力ヽ 泉坂下

追跡の調査では 人■に付赤した泥をきれ

いにi先い落すような 「洗骨Jは認め難いこと

になってしまったt

8.お わりに

泉坂下遺FJ lの発掘調査は、人画11■

器 を伴 う再葬墓の存在を明らかにした.

現地では再葬基の研究に寄 チできるよう

な観体と記録に坊めたつもりではある力X

卜1的のi体 を石棒から再孝義へ急退に変

更したため 事由|の準備が足らずに反省と

課題も多い, とにかく稚理と成果の公表

を急くこ`ととし 十いにも明!台大学博物鮪

を事務|↓とする大久保忠和1考古学振興基

金2007年度公芽,F究及び同成果報告

書等刊行化進貸の助成をいただくことがで

きた.発 IF調査から報告干 FttJ14ド遣跡

の研究J刊 行!コヽたるまで、お世話をいた

だいた多くの方 に々改めて感謝を申し上げ

るとともに 地元の市陸大,市 教ff委真

会が泉坂下遺跡の調査と保存に向けて311

き始めたことをお伝えしておきたい.

0人 面付土器付近の覆土

0人 面付土器内部に推積した上壊

0土 器群の出土状況

0-次 葬の上擦墓が推定される覆土

0上 器の埋設順序と上器が埋設されない空間

0土 器の埋設順序

第H号墓境



先に 後期 H石枠時代初mに 営まオiた

環状ブロック群と呼ばれるン、ラlTの1す徴

を4つのグレードに区分して紹介した (本

詰 57号参】a),球 状ブロック祥そのもの

の研究と並び 立||ロー2、口中の出上W

位や石器の技術的な特徴をもと(イiわれ

てt るヽイi器hllの補年和F究によると 球状

ブロック群7t統州1問の高1■川1(立サ|ロー

ム層第2黒色帯Ⅸ層に付1当)には、グレー

ド1と2および3が共作し 後半■ll( 1司じ

くⅦ屑に十日常)にはグレード4にグレード

1と2が継統してこれ(=l tうという環状ブ

ロック|十の変進をたどることができる

3,ヒ ト集団の移動生活と環状ブ

ロック群の形成モデル

旧石器時代のヒト集口|は移動i活 を

営んでいた. どのIH有器H寺代のフ、ラl liも、

移動生l■を通して何らかの形で紫がって

いるのである( こうした道跡打1プすの関係

に若日して、先に分類した球状ブロックllT

相 'の 関係を考えてみよう.

グレード1とグレード2が最も一般的な

環状ブロックtlFであることをちはすると

半仙の>60ブ ロックに複数の<60ブ

ロックが伴うグレード1は、単位的かつ最

小の集 、】の規模を反映していると考えら

れる. この評1いから出発すると、複数の

>60ブ ロックに拒枚のく60ブロンクが仲

うグレード2の形成は、中核的な石器製

竹モ揚河F力Fl単ルロしていること′J(している, つ

まり、グレード1とグレード2は 単 位Ⅲ勺な

県団が結合したり分枚したりする雌合生

散の痕l llを反映していると考えられる(図

の前半州).

グレード3の質 主的に安出したイi器

製作は 道llの絶対数の少なさを考慮

すると それぞれの環状プロック祥の立地

にドt補した定地的な生業活lll―例えば

石奔製作が祝奈される場合、本質資源

の佐仲もしくはなi猟 獣の解体一 が実jH_

されていたことを示嵯する(図のおt半期)t

し力tな がら、グレード3の形成は、高い

労 jj力の投下を伴う妊坤|「Jの作業によっ

て高 t/度な道4勿分lfが‖レ成されたのか

あるいは可|1的かつ長ll l‖1にn4Hり返され

た作業によって累触的に道物分布が形成

されたのか セヽずしも一つの要囚によるも

のではなかったと考えられるtい ずれにせ

よ i記 したH↑杵的な生 、1の離合集散と

叉なり、グレード3は、k中 的なイi器製作

が必要とされる何か特り1な!L業市Sl lが行

われた場"子であると考えられる.

グレード4は グレード123に 後Tcし

て成 1ヽしたと、ラllし)オi例であり、グレード

12に お(する単1工的なヒト移Ij柴団の結

合 分散のモデルに惟合させるとすれば

環状ブロック群グレード1の大lt模なムラ

l llの■彼は グレード12に おける集同

の結合よりも、さらに拡張されたおこ服で集

島 田 和 高 け古音ほP畔芸員)

同が集合したことt=より生起したと考えら

れる(図の後半期).つ まり、何かの理由

を契機にして グレード123よ り多くの

移動実団が実まり琴った場所であると考え

ら'■る.

なぜ現状ブロック11が発生したのか

つまり環状に付まうという習慣はなぜはじ

まったのだろうか。なぜ環状ブロック群

は その存統期問の後半期にかけて大形

化したのか。 そして、なぜi肖減したのか。

以上述べてきた環状ブロック群の構造と

変遷をもよ=、日本夕1島における現代人の

拡散とを者の過程に関する仮説を述べて

みたい

4.現 代 人の 日本列 島 へ の 定着

これ力ち述べる仮説は、約4万 年ttか

ら約3万 5千 年前に眠■lした日本列島に

おける現代人 (ホモ サピエンス)の拡散

と定着に関する一側面を黒曜石利用のは

じまりと昨立 および環状ブロック科の発

生とi肖減の過程から考奈したものである.

ただし、現代人がどのようなルートをたどっ

て日本列島に進入してきたのかは、いまの

ところ確証はない.朝 鮮半島から九州地

方への進入ルートや所i球列島を経由する

海洋ルートなど請説ある。

(1)黒曜石原産地の発見

4万年境界の後、最初に日本列島に蚕1

達し 少なくとも中部 門東地方に到達し

たヒト朱l‖ヽは、現代人の一団であった お

そらくⅢl初は 彼 らは散漫な人|1分打iと低

い人||イ度を刈(していたと考えられる そ

して 彼 らがh支初に取り組まなけオしばなら

なかったのは、イく案内な新大地において

効率的に強i原探索を推進することだった

移Il1li活を持む広い範同で (1例えば 州束

平野やそれ以 L)石 材 動h“物資源 ⅢI

住迪地などがどのようri分布し季節的にど

う変化するのか、網羅的に力1っておくこと

が1イrの必須条件である:お そらく北初

の資源探索は、何ll代にもわたって細縦

的にかつ広範 tllにわたって続けらオLたの

だろう

その資源探索は 次第に山R出!やll

洋イJ近にまで及んだに違いない 北 初の

黒曜石け〔産地の発見は こうした赦‖1代

にわたる網羅的な資源探索の高け171物とし

てもたらされたと考えられる ■1然のこと

ながら、神il島に黒曜石がrfれ:すること

を予め知っていたのではなく 到 進したら

あったのだ.つ まり、コ1とするためには、

そのIll機と手段が必要だとにヽうことである

以 11の推拙1が1にしt,オiば、■時のヒト朱

同tよフネを|11いたirrr'羊i度1たの 「「受を1来

行していたこと および海産資源の姓↑|を

4子っていたこと力r刀(H9‐される もちろんフ

ネのrFね:を示す遣物は見つかっていない

し、Pl‖Ⅲの海浜付近に成された述l ll lよ、

組 文ll l〕と (約7 0 0 0～ 8  0 0 0  1 lⅢlにi t

盛期 )によって全て海中に没している キj

キF麻製イ「介が本材加 11に使われ フ ネ

の製作に関′テしていたとするうtもある し

かしまだこの‖やナIRでは 環 】犬ブロック|卜は

登場していなti

(2)球状ブロックhllの発41iと資iちt控得

その後、ヒト14卜Jは網羅的な強ル1株栄

をより安定した形で進めるために、ll l、」の

つながりを緊宮にしていったと考えられる

つまり、いろいろな1古報を推えたll、1が性

い 情報を変換し そ して別れていくイメー

ジである. こうした‖i報の)(有と労 FllブJ

の確保は次第に 押1旺イiを合めて効率的

に権 な々lil市物資を姓↑iするために欠か

せない条‖セなったのだろう

こうした動きがIft‖'tブロンク群の登場に

つながり 瑞状に11まうとt うヽ伝統が発生

したと考えられる こ うした文〕【において

は、グレード1とグレード2の蝶‖犬ブロック

lFにおけるLJlt合チを付々を|14うH付1門りなf多きⅢ

l:活にた動して グレード3における集約

的あるいは「1't的な付:兆1 r rllがllr続的

に実lltされたとにヽうモデルが支|キされる‐

これは 図に示した琳状ブロックlll作続

ttHい1のお|十郷1にⅢlたる

(3)大形rrtl人ブロック||の役十1

城状ブロックli子の成 llにともなって ヒト

ll卜Jは前段階よりも州|ヤ1的に効■的に行

われるようになった1:市〔物資の忙1+を背景

に、次第に人||を増加いせたと推ltlされる‐

環状ブロック‖十の後半川|は 支ヽ後の水

河時代の111でもJたも架冷な時対1(最終氷

ltll最寒冷期1に,近づきつつ

あり、こうした気1,tの米i令化

と人目指加Iが ‐時的に食

焼資源に対するlj地的な人

|は:のi"人をもたらした丁tヒ

性を考慮することができる

つまり 限られた食料i資|万〔が

許容する人11を超えて、lj l H

どうしの十Lみにくさがよ|十人し

たと考えられるのである 環

状ブロック1干rf札用1川のは1

半ll1 1カち後半丹1にかけて よ

り多くのll l」がll介したとそ

えられるグレード1の大|夕球

状ブロック11+へのキタ行が ,ど

められるのは グレード1と2

による移動11i tを',【J‖としな

がらも集HI‖りのストレスが用

大した場合に 一時的な大規模 ll_住に

よる十1会的緊長の緩和 ならびに,1観関

係と州|′'扶助の強化に資する場が必要と

さ41たことを反映していると考えられる(田

の後半用1)環 状ブロック辞後‖4川のグ

レード4である上林追lll (本誌 57' ,に紹

介)では 多 方面の原l~地から||1米する

点t l lイi製イf器が成さイ1ており、l1/な々生

Hヽが保合した状況を,市rしてぃる

おわりに

喋状のユ、ラは、新天地の資源を探索

し、情報を交換し、集団問の緊床の高ま

りをllt減するなど、現代人のL」本夕1吊で

の411イrとを持を使進するキL会的な役常‖

を来たしたと評イ而することができるだろう!

このあと琳‖大ブロック辞は消滅し、1,■と

Ilせれることはな力1った 集 卜Jは分散したま

までl t  l J lに生i舌するlCt l向を強め、その ‐

方で地域的な社会的紐帯を強化した新

しい成りにちをもったIH石器時代|に会ヘ

の収 川がそこにはある.

FT半野

■■■子Ⅲ■■1  -     ‐
1  日 !  “

Ⅲ,口 .

ヽ
) ・・

桜 〔常
Ⅲ“   ・ - 2

/    ‐

―――――→ 黒品諭科
・
i結ィ中仲・…

  Ⅲ
資炉 r f倉特娩への人口圧の塔大

↓       後半導

ヽ

/

マ■,■■■,十 一

直 衰 状ブロック静有境明,うの匈■野から1夕半可へのヒト移動集□の構成 と環状ブ

ロ ″ク科のFr能 (嘉舌原F)



○ 収 蔵 室 か ら 当館コレクションの魅力をご紹介します

ウサギは儲かる1?
一時田昌瑞ことわざコレクシヨン「道化利やくのゑんむすび 壱人か亮に聟八疋」一

右から 「女うさぎJや 「lj京鼠J、背中を見せキtルを手にするの

は,■、Ⅲ央イこはブタ ウマ、左 Ulには イノシシ ウシ イス i十大 と

動物たちが集まっています.彼 らは 4く動1明上が持つ梢索の中にt まヽ

す.これは一体何を捕いたものなのでしょうかt

この絵のタイレレは、「道化利やくのゑんむすび 壱 人か兎にコ八rl

(一人の兎に婿八,こ)J:「一人娘に婚人人Jということわざをもじっ

たものです.このことわざの意味は、一つの物に対する需要が多いこと

のたとえ=つ まり 具服の動物たちがこぞって女うさぎを求める という有

様を描いたようです.動 物の傍らにはセリフが書き付tlであります.思

い思いに女うさぎを日説いているのでしょうか.読 んでみましょう,

馬は、馬車などの役が増えたことを成張り 洋 犬は 「他の大と遊い

人間の拒起きをする生の上へi足 で Lがり 卯の知らぬ十内の粗tは

また格別Jと、いささか偉そうな態度ですt「 同鈍くJとはニュアンスが

異なるようです。続t てヽ、いのししは 自 分ではなく十内がもてはやされ

ていることに触れ、大は、「此間の騒ぎJで 自分造が 「ンjミち殺さイtる

騒ぎサいやはや怖い世の中だJとい,十日をilります |もⅢ 十 内の人

気が取り,少i太されるとt うヽことは HFli台初年の様十日を映したものだと考え

らイlます.一 方、鼠は 「わたしも此間中は少Lltttらヽれたが、うさぎの

景気にコ‖されておしまいサ,また1性に出る事もあろお、J一 ついたHま

で、大手にされていた (ねずみもペットとされた)のに、ウサギ人生iに押

されておしまいさ. また重用される時もあるだろう、と 言 い奇るどころか

嫉拓しています。 ウシ ブ  々ネコのセツフはありません. 文十する女うさぎ

は 「私は更l lzでえりまきときているから外の社を舛に持ったら変わりもの

を生んで ‐万1【lも儲けたいものでございますJ‐ 「儲1すたいJとはどうい

うことなのか.

実は、明治 4～ 6(1871～ 73)年 にかけて、ウ十ギは 「投機J

の対象になるrt大流行したのです. 事の始まりは りi治初年のウサ

ギの輸入.在 来極にはない珍しさが人 を々,きつけたのか ただ剣う

だけではなく 交配を進め変極作り1こいそしみました―珍fTのウすギの

売買が盛んになり、ウサギの価格は呆隅 売lⅢ 150円を示FIする人

も現れました.叫 1泊6年 東京府における玄米一有の時1町は1円 80

銭 .2012年 1月の東京都にお1するコンヒカリ (精米)の小売価格

は5k宮2545円
!|で

、 イ 「(180kg)分 は、91620円  】1時の 1

円は 2万 円弱に相当すると思われます 統 に肛ら'1た人 の々中には、

ウサギの毛を後染めし珍種として売ろうとする者 llj瑞な/11では、ウ十

ギで利を得たi人 を妬み金の強奪を試みた本公人、ウサギの売JI

時期でもめた結果尊属殺に■った者まで現れました
'1こ

れほどまで

に人心を採さパるウ十ギの巾でも この栓にす占かれたようなri地に黒い

「道化利やくのゑんむすび 壱 人か兎に聟八疋J大 判錦絵35 4crn×25cm

古代瓦の作り方
一前場幸治コレクシヨンー

今ル|は、前場キi白氏より・1郎!:Ⅲ叶|された 「ni場十治ヨレクショシJの

IIから 現代中卜の瓦製作道サtをキ|1介します

ケ曽狂元品のように兄えるかもしれませんが 中 工|の官 高行で最近まで火

1外に使われていた道具です!呼 び方はいくつ力Jあります力其平」[十1 ナしJ[

‖|とも 「型J「模骨J また平ltl lは「柿Jな どと呼びます

11本にrt作りが初めて伝わったのは6‖1紀末の奈14飛たキ建i生のWⅢて

す そ の時のよ[作りの,二ltは現イアしておいず 文騰どのようなと,1をltって

いたか仰ることができませんが lfJ[t=す受る収跡から この空ヤ|と(ヨr問い上

サ〔を使い 同 じ工ltTで作ら々とたと1に測されています

このような進共を使った 日本11代の」tの作り方は次のようになります

1‐14を,1転台の 1:に稔出し 叫 しながら作米できるようにします 1!に ljを

力,S せヾます このliはl・Kに41をヽ 1に 1的からは1」すときに 'iJとヽ1卜の部れ

をよくするためにかぶせるもので lfl(サとにlj lがついているのはこのためで

す また、
｀
r瓦の型は写真のように和‖t 版ヽをキ輩う合わせて作られてt るヽため

lLにこの細板の痕が縦の線となってすルます

2 WiLを 4!に巻きつけます 沖 いほ】大にulり取った将i lillxをむきつける方

辺、が '1安的ですが llli上紐を輸「すtムしてなきつけることもあります

3“1はさせながら川1き版でバンパシ叫1き締め Wi l内の空気を抜きます 叫 !

き版は 「しゃもじJの ような形をしていて、神七カ千杏ヵャlたう1終F文 離力下‖夕られ

たりしており lLにこの痕跡が残ります た だし ナιttはそれをきれいに消して

あることが多いです.

1 1 ,とl fをはずし円筒】大の村 上ができます 内 ‖刊か')鎌などでLlれHを人れ

て、
｀
rl Lなら4枚 丸lCなら2枚に分十」します r` lこのlⅢ二はlL子 (とって)

があり ,‖1才Jできるようになっています力i こ4Hよ馬!力‖[19性形で 上の作が小さい

ため 【!をすltrめないとhr Llll満力,らllttすないからです また lJの Ⅲド)にlt

に粗は ‖ヽ刊じ併のような棒が付いています 1カ "「(ナL〕[‖1は2カ所 |にあるの

です力ヽ この使が粘 li円筒の内側につき 分 |‖する1立Hの 1口」となります

分十」後は人 I卜ししてから作で性成します Ff代 のよ[生は大きく2 1ll l

あリ ーつはIPh l,し4=向けてやっていくようにイ1山iに神1長く納|った 「金り焦J

で、飛鳥寺建設の時は登り策が十なわれました 10(X)lrll上のli‖想こなり

|し1亡|11(1!

‖lll～訳lll枚程度のサ[を焦:占めHl米ました も う一つは窯底が■らな橘池

をしている 「`r焦 Jで す 平 焦は 本 では金り禁より遅れて、7世 ネせ後半

のは原ザf辻古H寺(J11いられました

平l[ ナしlL作りの 11ltは)ユltのようになりますが 平 瓦についてはこのよ

うな作り方を 「桶巻作り」または1枚  度 に出来るので 「四枚作り」と呼

びます ■ 」Llllる作うは1 れヽヽrlⅢR時代にL体的に用いられた,支法です

し力t 奈 良時代になると次第にかまばこ‖夕のllk形台で 1枚ずつ作る 「一

枚作り_という新千法にJfkって代わらイと それ以後l ll呑作りはll本本州では

にとんどうとらイlなくなります

し力t中 司や朝鮮半島

などでは近4iまで柄さ作り

での平J[製“:オ支法が残っ

ていました まさにその'「IH

の道 )1がこの資1+というわ

tすです li本ではFfくti,だ

れてしまった古代のよ[作り

を IIL代に教えてくれるとヽヽ

うと味で この中 Jの道具

は引モ常に興味汁い資||と

iえるのです‐

このような☆重な資料を

姓ll ttlたは1場ヤ4-1【で

す力12011年 10月にどHlr

よされました 心 より,モlⅢ

のせを1牛tザます

1川li市大十い物館派務職,it

'令本ケHr 朴 本尚 r)

揃叫に出
拘il   l

■三士十
日硝

こと析台

ぶちのものは 「更秒Jと呼ばれ珍長さ4■たのです。この多色村Jり版

画は、ウサギの人気を描いたものだつたのです。

最後に、もてはやされたウサギの結木について補たします.具 常事

態を治めるために、明 r16年 政府はウサギ1羽につき月々1円の税

を認します!これを契機にウサギブームはJ又束したと言われています.

瞬く門1にウサギは子政され、或いは皮やウ十ギ汁が売られる始木,実

質を伴わない仰1悟の高騰が解くひずみに気付かされる一件ですぅ

(小|1祐貴子)

(1)明 治ニュース事典 第 二巻i毎日コミュニケーションズ 1985 「 資丼1編 東 京府
の品目別物価表J

(2)iVL務省統計局 「小売物価統計調査J

r3)明 治ニュース事典 第一巻1毎日コミュニケーションズ 1985 「 兎J p40～41

イ全体を通して次の2書を参照したど うさぎワンダーラントー夏体み 規子で楽しむ博物儀―

石1県立歴史博物館 1999 赤 田光男 ウサギの日本文化史i世界思想社 1997

L

F工'打ヽ活Ⅲ!

踊と ゆ細技“r〔 叩きEの 組 日痕

中国雲南省の瓦製作道具 (現代) 日本古代の平瓦破片



○南山大学協定通信
‐ ‐Ⅲ‐,…"― す

特別晨 人類史への挑戦
一間山大学考古 ・民族コレクシヨンー を開催しました

宏角l峠t名古屋市の山li大学人類学博物鮎との夜lFLJ'米2年1■日には、「1郎の所蔵品を

東京で公開するとともに、HⅢlt14よリワ|き続きのシンホジウ″、の3“叫Hを1判挫企いiと位世lJ

けましたⅢ展覧会は本年1)J2011(令)に開幕し、ムる3)J101(1)株 机の内に閉幕しま

した。 Il林初日には南 人 付4からミカエル カ ルマノタyt長、千本il,高1141t(人I「l学博物fF

長)他 、本大学からは納谷Ⅲl兆,4長 長 堀 十ツ、川!‖長|し臨席の]f、オープニング セ レモ

ニー及び展示内覧会が批り行われましたi

南 11大学人類学博物郎クカ叶,世品と言うと、地た名1lLi市の大オ〔,「11l Jflllや安知県涯

夫■r↓の1来美只塚出 にの過物などもありますが、6 グ ロートfl'父による収朱i‖「など千☆

県を「ILじ、とする関Ⅲ地方のrt tな純文遺物も多数‖1,tされました― |1木1あi級と 予われ

るi仲|(組文早期)や九木加 (神し文後押|)などれ の 冷|、 また、J マ
ーリンガー神父の‖|イi器コレクションはヨーロッパ各地にわたり、人類

ギ1方山iではタイ、ニューギニア、オセアエア関係のFi llと、打納̀ 束京で‖‖1たするにお、さわしいHI展品に彩られていました,展 示を手R当した人文学

部の!‖沢lt41教授は、元をP「学lr物館の字去!tで2001角t3)〕までけ!il,大学llt!tとしてな:職されていましたi rFrll物鮒建設時にはiに |!:沢准

教授が4,別展示=関 係をⅢlちされており、今M、 所111人の教賞というil17Jでその施設を1」川されることになりました な お、出展品と解,光・論

考を収鉢した展示田録をサ|き祉き陣物館窓ilで加布中です, lr/4にはtりがありますのでご希Wの 方はお早めにお求めください。

交流
il「
業 1年 十は20101i7)1に「ホンモノ ニセモノの論P■― 「文化のデtに1■Jと十事物nl資料|一Jを タイトルにり〕治大学で、翠 1月に 「博物

鮒資|‖の境界一白明‖:への‖‖い一Jをテーマに打山人十で、合わせて2 Ⅲlのシンポジウ2、を,‖1としましたが、その第3州tが特別展の関連企画と

して本年1月21日 (11)に Fl‖:され、nj館の収成Ft料を llして 「lJ物鮒資料とは何か?Jという洪題に迫りました

シンポジウム 『コ レク シ ヨン の 再 生 ―資源fヒされる博物館資料』

を開催しました

米J‖服告 加 様FL4,キ(1村 大 学外 HI・L学部教14)

冊 |「1 忽 JF.敬lt(り1治大学出物館ち4去↓1)

報 r予2 領 塚正浩 (市立け川考市博物11ヤ去ltl

謂t竹 3 日 比任代子 (明汗F大学博物鯖学よ!1)

報 竹 4 票 沢 押 |(1打,1大学人文学司;推教44)

文イしの資源化と文化のイ死興

収成庁を
い
チS軌‖

Ⅲ
する一次城り「t工町!ナⅢ琢ri墳の再整デlJ'例から

大学 地域‖物nlの辿lLとコレクションの文化資源化―Gグ ロート神父のコレクションを十1,は、として

11りJ市大→4刑り'|け物鮒初期鬼集Fi村のlri‖二価

民族誌資料Hこよる文化友象と再文脈化

jjとねヽ いやこれまでもそうでしたが、スベースがド|むということからFiオl rtの受け入れ

を患避するような傾向があります!こ れは‖物郎の機能を考えるとゆゆしき動向ですが、

これまでttr物館資本1論がなかなか議論の幻L liに位らなかった叫111なのかもしれません.

外部からの借用品を111ことする
Ⅲ
お宝

"展
がもてはやされる一方、1文成=tにタヒ蔵されて活

用の方途のない資本|も多くあるに遊いありません そ れらは、本来、ll な々形で教育やイ,F

究にlr)出される素材であるべきです,

加1藤十R作では資|卜の11,判t化とそれによってりこうとする共|↓件業による資‖|に対する意味

付けの 「政治性」の拘rF4やさらなる1に会『〔はのための口「市ヒ11こについて11及され、″川̀ 対i

告では ll整理による新発,この数 、々領塚村1+で は火われたグロート神父のJI校の,こ憶lJ

復、|1比離杵ではギロチンやニュルンベルクの鉄の処久製作の廿坊|、!!!沢‖!liでは民族ホrZr

べられるなよ 興味株いヤ‖!十を揃えることができました

|1活lltのさまざまな'3山iやⅢ市用の方法などが述

明 蟹竪 襴 殿 広を投 ぅ甲断 試 群

の他に、頭部が山のように tF l形になっていることか

らその名がついた , 1 1 ,レl i佃|を展示しています!人

英博物館で開l■された IT H E  P O W E R  O F  D O C U J t t t

に出品されたこともあるこの li l h、すでに販売されて

いるクリアフアイルに統きボールベンにもなりました,

示と黒の2色 がltえるlt利な2 w a yタイブで、価格も

20 0円 と大変お丁1い↑|です.

山形土偶ボールベン

千章県江原台遺跡出土

山形土偶
これら、3回のシンポジウムでは十j物針Yili論について合計15本の‖!|十がありましたが、これらは2012年14のJ「米として成果刊行物が|」版

れるfr山「となっています
さ

０

博物館入館者数の動き (2011年7月～12月:延べ人数)

2004年 4月以降の総入場者数累計472,428人

“!す人生=“

町ml_t穴
足hi 高

…

加 m l

|

F 月 S,

民衆の図像震 震 示風景

漆器  」APAN V V A R E

文壇融合研究から見えてきた漆の過去 現 在 末 采

RE/M l X E Dマ レーシアと日本におけるサステイ

ナブル建築デザインの地平

10/7～ 12/1 8

【一般】   警 視庁亀有警奏署警友会 OB(31名 )大 串貝塚塾 (45名 )さ いたま市シエアユニバーシティ北浦和校史跡めぐリクラブ (30名 )ウ ォーキン

グ Dじ (18名)東 京シティガイドクラウ (15名)か ながわ考古同好会 (10名)ウ ォーク60(60名 )麻 生第一中学校成大教育委員会 (40

名)と ころざわ倶楽部 野 老澤の歴史をたのしむ会 (15名 )千 教研市川支会人権教育部会 (15名)放 送大学 (25名 )マ レーシアUTM

大学関係者 ( 0ヽ名 )脳 活き活き教室 (13名)群 馬歴史散歩の会 (28名 )旧 錦革小学校卒業生クラス会 (7名)長 野県上伊那地区南部

保護司会 (11名)・ミキクラブ (15名 )千 葉県立若松高等学校 PTA(16名 )総 友会 (20名 )歴 史倶楽部あだち (12名)六 大学野球

08会 (45名 )・千索県立成田国際高等学校 PTA(37名 )明 治大学校友会 (15名)調 布鏡商組合 (25名 )神 奈川県立川崎工科高寺学

校公開講座 (20名 )史 跡と自然の会 (17名)丸 の内はんにゃ会 (20名 )い わき地域学会 (20名 )佐 倉士曜あしの会 (20名 )江 東区

総合区民センターコミュニティカレッジ (27名 )東 京都立城高機集能力開発センター大国校 (17名)

【小 中学校】 聖徳大学附属女子中学校 3年 生 (21名)福 島市立福島第二中学校 (6名 )明 治学院中学校 (49名 )明 治大学付属中野中学校第2学 年

(191名)駿 台甲府中学校 (72名 )新 潟県上越市立吉川小学校 6年 生 (43名 )桐 朋女子中学校 第 3学 年 (51名)東 京都立武蔵高

等学校附広中学校 3年 生 (60名 )東 京都立桜修館中等教育学校 (21名)

【高等学校l  東 京都立千歳丘高等学校 2年 生 (15名)川 崎市立川崎高等学校 1年 生 (24名 )松 商学因高等学校 (65名 )本 庄東高等学校 +2

年生 (47名)大 宮FT3成高等学校 2年 生 (33名)栃 木県立佐野東高等学校 1年 生 (44名)茨 城県立古河第一高等学校 1年 生 (42名)

文化学院 2年 ドキュメンタリー映画コース (15名 )高 輪高等学校 1年 生 (35名 )市 立函館高等学校 2年 生 (44名 )北 海道苫小牧南

高等学校 (40名 ).長 野県松本美須々ヶ丘高等学校 1年 生 (41名)東 京国際学園高等部 (15名)千 葉聖心高等学校 1 3年 生 (7名)

明三高等学校 1年 生 (16名)福 島県立相馬高等学校 (40名 )

【大学 大学院 専門学校l

明治大学法学部 taw n Japan Program(14名 )郷 協大学 新 井孝室ゼミ(4名 )杉 野服飾大学 (3名 )明 治大学法学部 小 山辰和ゼ

ミ(6名 )東 北芸術工科大学歴史遺産学科 (有志)(9名 )お 茶の水女子大学 文 教育学部 考 古学通論2貿 語生 (17名)明 治大学経営

学部 薩 摩湊習 (8名 )



友の会分科会

旧石器・縄文文有L研究会最近の活動から

毎月第4週 日の本曜日14時 前に博物鮎教室にメン

バーが失まりlFuSまるt時 には、メンバーが共mi採集した

石器や |モ器、または自分で作った石斧 や じリコ 11心に

して、語り合いが進む. この石器はいつの時代の物だろ

う力、 この 上器破|十の型式は?などなど

当会は2〔)00年 4月 に石器文化研究公として発/Yし、

人々が石を生活の道具として使った|||イi榊から弥生時代

迄の石器を中心とする研究、石器文化の4:般を口F究する

ことで活rllしてきた, しかし外章Fの方々からは十日石器時

代のものだけをlrtりLtずている分科会との,こ方が多く聞か

れ、2011年 4)1から口石器 “亀文文化打)「究会と改Tliした.

2010 i々l'1から明大安ホ教授のごヤ汁 「Hイi器時

代の日本ケII,史Jをメンバーのす,ちい|うで輪泣会を行っ

た. 意兄交換をする中で実際に本liがllkり11ばている

石器を子にユXってみたいとの声があがり Iうに1学芸良か

ら「こうした物は兄ただけでは解らない 実 際に子に

取って兄てみよう」との事 茂呂型チイフチレイ「体の子質製

ili杉久1木14ナイフ形石器をメンバーがそれぞれ手にとっ

て避いをflrかめ 感取を楽しんだ 輸 れを1年で終了、2

月ヤ1会には 安ホ先生をお招きして紅ド,点を解明した。

ぉriぃヵド十び合い、発表する場でもあり 最 近T会 員

より「上十‖↓についてJ「占きにヤパー油i故知新―Jと題し

た発才tが行われた!

欺Ⅲだけが研究会の場ではなく、昨年5月には、東

所沢 柳 HP川ん:岸の縄文遺跡のlk策とⅢ「原での石器

111り 10)1には東京国 立博物郎平成館考古展示室で

|十柴除夕Jされていた「石にはせられてた史時代の人 」々

を明大OB及 川氏の解訪こで兄学、11月には111梨県立考

1li‖'物鮒1+別展 「縄文i器 名Jt収」を見 さわやかな

秋駅の中 lli女風上記の11を散策したモ 今 年2月には

束京ヤほ"は蔵文化財センターを見十 い」tンター1ヒ田井

長ld口j氏からf羊細な解説を受け、質狂を行い2012年

,芝のlI究テーマ「門束 甲 1古越の料は文 L器の編年Jの

/Lがかりとした. (Y生 )

【友の会 分科会紹介】
古文書を読む会
'平成内藤家文書研究会
・弥生文化研究会

古文書の基礎を学ぶ会
。工芸の会

旧石器・縄文文化研究会
・草生水はそうす石油のこと)の会
・東アジアの中の古代日本研究会

【明治大学博物館友の会 連絡先】
〒 10183 0 1  東 京都千代田区神口駿河台 1司

明治大学博物lF 友の合宛

メールアドレス me h a k u t o m o n o k a l e y a h o o  c o 1 9

*い 物価に友の会の担当者iよ常駐しておりません

連絡|よ必すハカキまたはメールてお腋いします.

〓
⊂錦
襲
詳
り

問
雪

問
ざ
一働

∞

川
ロ
ー
雑
対
い

。
Ｎ
へ
対

‖石養 地文文化市先会,1会 安 市■噂主主11■ +20121 21JP]日 |

博物館案内
Ⅲ開館時間

1000～ 1フ 00(入 館 1630ま で)
■休館日

夏季休業日(8/10～ 8/16)

冬季休業日(12/26～ 1/7)

8月 の土 日に臨時休館があります。

苺観覧料

常設展無料。

特別展は有料の場合があります。

図書室ご利用案内

4開 室時間

月～± 1000～ 1630

■閉室日

日曜 祝日 大学が定める休日

米図書室はどなたでもこ利用いただけます。
X蔵書は閥覧 コピーのみとなりますので

こ了承ください。

口交通機関
」R御策′水駅1中央線)から徒歩5分

地下鉄仰影 水駅(丸′内標)から能歩8分

地下鉄斬御影 水駅(千代回線|から徒歩8分

地下鉄神保町駅(新宿線 半蔵門線 二回線)
から使歩10分

団 や 1蔦保的邸

書昌島目嶺    ・岳各魯
X
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口
お
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今回の rlll蔵室から】では 商品 考古両部P目が寄憎を受けたロレクションを紹介してしヽます。南畠部P3は崎田畠端ことわざコレクション

の資料を取り上ず明治期に起こつた 「ウサギブームJに触れ 考古部P可は前場f冶瓦コレタシヨンから現代中国で実際に使われていた瓦裂
作道具を紹介するとともに も代Eの 作り方を説明しています。今回収り上げた向ロレクションとも面晶 考古のコラム展で悔崎展示紹介
していきますので 明治大学時物館までお立ち寄りください。(古串)
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